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要旨 
本稿では、FAO のデータベースから主要 8 魚種の国別漁獲シェアを概観し、事業ポートフォリオを




















り絶滅の危機が迫っているといわれており 1)、天然の稚魚であるシラスウナギは、50 年前の 10 分の
１に漁獲量が落ち込んでいる 2)。また、サンマについては、中国や台湾による乱獲により価格が高騰
し、初競りで 1 尾当たり 2,300 円の最高値を付けたというニュースも 2016 年秋に流れた 3)。このま
ま、各国が利潤を求めて天然資源を奪い合うなら、ハーディン(Hardin, 1968)のいう共有地の悲劇(The 
Tragedy of the Commons)が現実のものとなりかねない 4)。 
一方、魚の習性から考えると、回遊性の魚類は、海洋を動き回り、地球温暖化による海水温の変化
で漁場の場所が変化する。また、気象変化にも左右される。たとえば、2016 年秋、北海道などに被害
* Toru UCHIDA 新潟国際情報大学情報文化学部教授
† Hiroshi SASAKI 立教大学経営学部教授 
- 87 -





組みの報道もなされている。こうした IoT(Internet of Things)イノベーションには、大きな期待がか
かっている 7)。 
では、実際どの国がどの種類の水産資源をどれくらい漁獲しているのか、あるいは養殖に取り組ん







FAO データベース(Fish-Statistics)に 2016 年 9 月 20 日にアクセスし、漁獲と養殖のそれぞれに対
し、すべての国のデータを抽出した(魚種は ISSCAAP 注１の小分類単位)。次に、2010 年～2014 年の 5
年間のデータが存在する魚種に絞り、さらに ISSCAAP 中分類を使って魚種を下記に限定したところ、
有効データは 3,403 件となった。これを図表１の通り分析対象に定める。 
図表１ ISSCAAP による本研究での分析対象 
英語名 日本語名注２ 
Cods, hakes, haddocks タラ、メルルーサ・ヘーク、ハドック 
Flounders, halibuts, soles カレイ、オヒョウ、シタビラメ 
Herrings, sardines, anchovies ニシン、イワシ、カタクチイワシ 
Miscellaneous pelagic fishes 浮魚類：ブリが含まれる 
Salmons, trouts, smelts サケ、マス、キュウリウオ 
Sharks, rays, chimaeras サメ、エイ、ギンザメ 
Tunas, bonitos, billfishes マグロ、ハガツオ、ダツ種 
出所：FAO データベース(Fish-Statistics) 
漁獲高(t)の高い順番に上位 10 ヶ国を抽出すると、図表２の通りであった。わが国の漁獲高は、221.8
万(t)で分析対象の魚種に限れば世界で 8 位である。 
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図表２ 水産業主要 10 ヶ国の 2014 年における対象魚種の全漁獲高(t) 
出所：FAO データベース(Fish-Statistics) 
２．２ データ抽出による主要魚種の漁獲高シェア 
 日本の漁獲高(養殖の場合は生産高)で 10 万トン以上の魚種には、順に①Alaska pollock(=Walleye 
poll.) (スケトウダラ)、②Skipjack tuna (カツオ)、③Japanese anchovy (カタクチイワシ)、 
④Pacific saury (サンマ)、⑤Japanese pilchard (イワシ)、⑥Chum salmon (サケ)、⑦Japanese jack




&⑨(ブリ)、⑦ (マアジ)、⑤ (イワシ)である。漁獲高シェアが 50%に満たないが第１位であったのが






図表３ 主要 8 魚種の国別漁獲シェア 
出所：FAO データベース(Fish-Statistics) 
３．漁獲ポートフォリオ 














からもうかがえる。2014 年のデータでは、生鮮・冷蔵および冷凍フィレの合計は 0.6 万トン 9)で、生
産量 13.6 万トンの 5％ほどである。したがって、日本の漁獲ポートフォリオの位置づけをみると、日
本が養殖ブリを輸出へ注力する方向性は間違っていないといえる。 
また、シェアの高いサケは、ロシアと日本でシェアを分け合っており、この 2 国で 80%を超えてい
る。それに対し、成長率(漁獲高の上昇率)が際立って高く、乱獲が懸念されるのがイワシで、日本と
中国の 2 国でほぼ 100%を占めている。図表４から見えてきた課題は、日本は相対的マーケットシェ
アが高く、市場成長率が高い、いわゆる「花形商品」の魚種がないことである（図表４の四角で囲っ
た部分）。 



















中がみられる。ノルウェー国内の 2014 年の漁獲量実数としては、タイセイヨウサケが 125.8 万トン
に対し、他の５種を合わせて 171.2 万トンである。一般にこの魚種は養殖が中心で、日本の養殖ブリ
(13.6 万トン)と比較しても、ノルウェーのタイセイヨウサケの生産高は 10 倍近く大きい。ノルウェー
は、タイセイヨウサケを国家的に戦略商品とし、生産額では、5,233 億円注７で、全て換算するとノル
ウェーの主要魚種別の輸出構成比の 57%を占めている（2014 年度）10)。 


















































会（Norwegian Seafood Council：NSC）のような機関が必要であろう注８。 
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本稿では、FAO のデータベースから主要 8 魚種の国別漁獲シェアを概観した。そして、経営学にお



















サケ（養殖・天然） ブリ（養殖・天然） 万トン 








注１ ISSCAAP：International Standard Statistical Classification of Aquatic Animals and Plants（水棲
動植物国際標準統計分類）出所：日本財団図書館（電子図書館）『海洋略語辞典』 
http://nippon.zaidan.info/seikabutsu/1998/00376/contents/066.htm（2017 年 1 月 13 日アクセス） 
注２ 日本語名は、日本水産物資貿易協会(編)(2005)『商用魚介名ハンドブック(３訂版)―学名・和名・英名・
その他外国名―』を参考にした。 











(集計単位は ISSCAAP の小分類単位)。 
注７ １NOK（ノルウェー・クローネ）＝17.1 円：2014 年 5 月 27 日現在 
注８ ノルウェー水産物審議会については拙著「ノルウェーの水産業とそれを支援する機関―ノルウェー水産物
審議会（NSC）及びノルウェー産業科学技術研究所（SINTEF）を中心に―」『新潟国際情報大学研究紀要』
第 2 号を参照されたい。 
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